
日時

会場

月2020年2月24日
10：00～15：50（受付9：40～）

茨木市市民総合センター
（クリエイトセンター) 303号室

茨木市駅前四丁目６番１６号
JR茨木駅・阪急茨木市駅から約800メートル

第1部 講演と発表

10：15～11：45

講 師
・ESDとSDGsについて

・地域創生拠点形成支援事業について

関西国際大学教育学部学生たちが
丹波市青垣町『あおがきひろば』で取組
んだこと

中澤静男さん

奈良教育大学次世代教員養成センター准教授
近畿ＥＳＤコンソーシアム事務局長

第2部 学校教育と社会をつなぐ

13：20～14：00

み ん な で 考 え る

･持続可能な開発目標と地球的諸課題
…SDGsへの関心と理解を深める…
･ESDの担い手づくりのために必要なこと

参加費無料
（資料代､昼食代1,000円） 定員20名

住所

ESD=Education for Sustainable Development
「持続可能な開発のための教育」

と

SDGs=Sustainable Development Goals
「持続可能な開発目標」

新しい学習指導要領に基づいて、全国の
学校で、教育課程全体で持続可能な社会
の構築に向けた教育が行われて行きます。

「SDGs 目標達成の担い手づくりのための
ESD推進」を共有し、学校と社会とのつな
がりを深めましょう！

職員研修と して
ご活用下さい 。

講 師

松本豊さん

大和紙器株式会社専務取締役
（ 本 社 ： 茨 木 市 西 河 原 北 町 1 - 5 ）

会社の取組と共に、木質資源の生産物で
ある段ボールのリサイクルなど森林ESD
につながるお話です。

・段ボールと環境について

締 切：2月18日 (火)
持ち物：筆記用具など

学校教育のための

ESD研修
Education for Sustainable Development

発 表

第３部 ワークショップ (分科会)

14:00～15:30くらい

・『がちかん』環境カードゲーム

奈良女子大学のNaLab.の『がちかん』を
活用してESD/SDGsへの理解を深めよう！

・大和紙器さんの取組(段ボール)を
教材(小学校高学年用)にしよう！

・チームごとの発表と振返り
15:50終了



共催：（公財）大阪みどりのトラスト協会

電話番号のおかけ間違いに
ご注意ください。

0 9 0 -
7 3 4 1 - 0 0 7 8ESD 研修会

1 電話の場合

２ M a i lの場合 ＊上記「お申し込みの内容」をメールにご記入の上、

b i o a . c o n t a c t s @ g m a i l . c o m までご送信下さい。

ｂｉｏａの facebook にも掲載します。ご確認下さい。

https://m.facebook.com/biotopeandagriculture/

•

•

《お申し込みの内容：下記についてお知らせ下さい》

氏名：

職業： 教員（幼稚園･保育園 小学校 中学校 高等学校 大学 専門学校）

行政 企業 NPO 学生 その他（どんな）

電話番号： (連絡の取れる電話番号) E-MAILアドレス：（SNSで頂けると助かります）

＊電話に出られない場合があります。 その場合は留守番電話、ショートメール、E-mailでお願い致します。

申込みは下記の方法でお願いします。

主催：お問い合わせ・お申込み

ｂｉｏａ （ビオア）
後援： 茨木市教育委員会、きんき環境館

E S D活動支援センター、近畿地方 E S D活動支援センター

TEL：

MAIL：

090-7341-0078
bioa.contacts＠gmail.com 共催：（公財）大阪みどりのトラスト協会

「がちかん」

『「がち」で「環」境問題を話して学んで
遊ぶ』対話（ディベート）型カードゲーム

です。NaLab.メンバーかつ奈良女子大
学・理学部・環境科学コースの瀬戸助
教が「サイエンス・オープン・ラボ」とい
う講義の一環として開発しました。

このゲームは環境問題を考える良いきっかけになるとともに、「と
にかくしゃべらないと（自分の考えを表に出さないと）勝てない」と
いうところが面白いです。

SDGs4 「質の高い教育をみんなに 」

2 0 3 0 年ま で に 、 持 続可能な開発のための教育及
び持続可能な ラ イ フ ス タ イ ル 、 人権 、男女の平等 、
平 和及び非暴力的文化の推進 、 グ ロ ーバル ・ シ チ
ズ ン シ ッ プ 、 文 化多様 性 と 文化の持続可能な開
発への貢献の理解の教育 を通 し て 、 全 ての学習
者が 、 持続可能な開発 を促進す る ために必要な
知識及び技能 を習得 で き る よ う に す る 。

新学習指導要領等におけ る持続可能な社会づ く り に関連する主な記載 ( 抜粋 )

こ れか らの学校 （ 幼稚園 ） には 、 ・ ・ ・ 一 人一人の生徒 （幼児 ・ 児童 ） が 、 ・ ・ ・ 自 分のよ さや可能性を
認識す る と と も に 、 あ らゆ る他者を価値ある存在 と し て尊重 し 、 多様な人々と協働し なが ら様々な社
会的変化を乗 り越え 、 豊かな人生を切 り拓 き 、 持続可能な社会の創り手 と な る こ とが で き る よ う に す
る ・ ・ ・ こ と が求め られ る 。 このために必要な教育の在 り方を具体化するのが 、各学校 （ 幼稚園 ） にお
い て教育の内容等を組織的かつ計画的に組み立てた教育課程であ る 。


